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本 研 究 で は 今 ま で 調 査 さ れ て い な か っ た 図 書 寮 本 日 本 書 紀 を 中 心 と し た 日

本 書 紀 古 写 本 に お け る 韓 国 系 固 有 名 詞 の 声 点 を 調 査 し 、 韓 国 語 漢 字 音 の 声 点

資 料 と し て の 可 能 性 に つ い て 考 察 を 行 っ た 。  本 報 告 書 で は 図 書 寮 本 を 中 心

に 研 究 成 果 を 報 告 す る 。 図 書 寮 本 は 院 政 後 期 の 写 本 と さ れ る も の で 、 最 古 写

本 の 岩 崎 本 と そ れ に 次 ぐ 前 田 本 と 共 通 の 巻 が 存 在 す る 。 そ の た め 、 図 書 寮 本

を 中 心 に 考 察 す る こ と で 古 写 本 に お け る 声 点 の 全 体 像 を 把 握 で き る 見 込 み が

あ る 。  

日 本 書 紀 に お け る 韓 国 系 固 有 名 詞 の 声 点 を 中 国 の 中 古 音 、 日 本 呉 音 及 び 日

本 漢 音 の 声 点 を 比 較 す る こ と で 、 次 の よ う な 結 果 を 得 た 。  

第 一 、 日 本 書 紀 に お け る 韓 国 系 固 有 名 詞 の 声 点 は 中 国 の 中 古 音 と は 合 致 し

な い こ と が わ か っ た 。 ま た 中 国 の 中 古 音 と の 対 応 は 「 平 ・ 上 ・ 去 ⇔ 平 」 、 「

入 ⇔ 入 」 と い う 単 純 な 対 応 に な っ て い る 。 こ れ は 岩 崎 本 及 び 前 田 本 に お い て

も 同 様 の 結 果 で あ る 。 特 に 岩 崎 本 と 前 田 本 ・ 図 書 寮 本 は 系 統 が 異 な る に も か

か わ ら ず 同 様 の 結 果 が 出 た こ と は 興 味 深 い 。  

第 二 、 日 本 呉 音 及 び 日 本 漢 音 の 上 声 と 去 声 は 本 資 料 で は 平 声 と 加 点 さ れ て

い る 。 こ れ は 岩 崎 本 と 前 田 本 に お い て も 同 様 の 結 果 で あ る 。 先 行 研 究 で は 日

本 書 紀 の 古 写 本 は 執 筆 当 時 の 平 安 時 代 の 日 本 語 の ア ク セ ン ト を 反 映 し て い る

と 述 べ ら れ て い る が 、 本 研 究 に よ り 、 外 国 固 有 名 詞 と り わ け 韓 国 系 固 有 名 詞

に お い て は 日 本 漢 字 音 と 一 致 し な い こ と が 明 ら か に な っ た と 言 え る 。 つ ま り

当 時 日 本 書 紀 古 写 本 の 加 点 者 は 外 国 語 で あ る 韓 国 系 固 有 名 詞 に つ い て は 低 く

平 に 発 音 す る 「 平 声 」 と し て 加 点 し よ う と し た 傾 向 が あ り 、 こ れ は 写 本 の 系

統 を 問 わ ず 共 通 し た 認 識 で あ っ た と い え る 。  
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Complet ion  Report  
 
  

 
In this paper, I used to target tone marks of proper nouns of Korean origin which are 

shown in the Toshoryo  manuscript of Nihonsyoki and I investigated our materials and 

Middle Chinese, Japan Go’on · Kan’on. The results are as follows.  

  First, Our materials do not parallel the tone of Mid Chinese so I have laid emphasis on 

reporting these materials does not reflect the tone of Mid Chinese.  

  That’s why the tone marks of proper nouns of Korean origin observed in Toshoryo  

manuscript could be a useful literature to supplement the shortage of the amount of Maeda  

manuscript and Iwasaki manuscript.  

 

 

 

  

 

V e r b a l  P r e s e n t a t i o n  ( D a t e ,  V e n u e ,  N a m e  o f  C o n f e r e n c e ,  T i t l e  o f  P r e s e n t a t i

o n ,  P r e s e n t e r ,  e t c . )  

 

 

T o n e  m a r k s  o f  t h e  p r o p e r  n o u n s  o f  K o r e a n  o r i g i n  i n  t h e  T o s h o r yo  m a n u s c r i p t  o f  

N i h o n s yo k i・Park, Mi-Hyun・The Japanese Language and Literature Society of Korea・2014-1

1-15・Pusan National University 

 

 
 

T h e s i s  ( N a m e  o f  J o u r n a l  a n d  i t s  D a t e ,  T i t l e  a n d  A u t h o r  o f  T h e s i s ,  e t c . )  

 

T o n e  m a r k s  o f  t h e  p r o p e r  n o u n s  o f  K o r e a n  o r i g i n  i n  t h e  T o s h o r yo  m a n u s c r i p t  o f  

N i h o n s yo k i・Park, Mi-Hyun・Jounal of Japanese language and literature Vol.66・2015-05-31 

 

 
 

B o o k  ( P u b l i s h e r  a n d  D a t e  o f  t h e  B o o k ,  T i t l e  a n d  A u t h o r  o f  t h e  B o o k ,  e t c

. )  

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 


